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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究はQuadripulse magnetic stimulation(QPS)を用いてパーキンソン病(PD)患者にお

ける皮質運動野の可塑性を評価し、PD患者における皮質運動野の可塑性に対してL-DOPAが

及ぼす影響と、PD患者における皮質運動野の可塑性と臨床症状との関係について検討した

ものである。その結果、PD患者における皮質運動野の可塑性は障害されており、L-DOPAに

より改善され、皮質運動野の可塑性の障害の程度と臨床症状の重度が相関関係にあり、特

に運動症状においては筋強剛と動作緩慢が強く相関を呈する事が判明した。本論文の内容

は、パーキンソン病の病態生理において、皮質運動野の可塑性がL-DOPAの影響を受け、臨

床症状とも強く関連する事を示唆しており、QPSがパーキンソン症状を客観的に推定するツ

ールとなり得る可能性を示すものであり、学術水準を高めたものと認める。 

 


